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問　
平
成
24
年
度
予
算
の
編
成

に
際
し
て
「
安
易
に
事
業
の
切

り
捨
て
や
民
間
委
託
を
す
べ
き

で
は
な
い
」
と
求
め
た
。
市
は

「
協
働
経
営
プ
ラ
ン
」
に
「
財

政
健
全
化
プ
ラ
ン
」を
統
合
し
、

行
財
政
改
革
の
五
つ
の
施
策
を

具
体
化
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

成
果
を
挙
げ
た
の
か
。

企
画
政
策
部
長　
「
仕
事
の
点

検
作
業
」
な
ど
を
通
し
て
事
業

の
見
直
し
を
進
め
た
。
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
に
民

間
活
力
を
使
っ
た
。
ま
た
、
職

員
手
当
の
民
間
と
の
格
差
を
見

直
し
た
。

問　
本
市
は
、
財
政
的
に
は
特

例
市
５
市
中
ト
ッ
プ
で
あ
る

が
、『
東
洋
経
済
』誌
の
住
み
よ

さ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
最
下
位
、

全
国
７
８
９
市
中
５
６
１
位
で

あ
る
。
財
政
状
況
は
61
位
と
上

位
で
あ
る
の
に
住
み
や
す
さ
を

感
じ
ら
れ
な
い
原
因
は
何
か
。

企
画
政
策
部
長　
一
つ
の
指
標

で
は
あ
る
が
、
下
位
に
位
置
し

て
い
る
の
な
ら
、
気
を
引
き
締

め
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
本
市
の
公
債
費
比
率
は
、

４
・
１
％
で
あ
る
。
市
庁
舎
な

ど
の
建
設
費
の
償
還
が
始
ま
る

が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

市
長　
公
債
費
の
元
金
償
還
は

渡
辺
　
敏
光 
議
員

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

問　
平
成
24
年
度
一
般
会
計
決

算
の
特
徴
と
評
価
を
伺
う
。

市
長　
市
税
は
前
年
度
比
３
億

８
０
０
０
万
円
増
と
、
５
年
ぶ

り
に
増
加
し
た
。
投
資
的
経
費

は
大
幅
に
増
加
し
、
繰
出
金
の

増
加
と
児
童
手
当
の
変
更
で
扶

助
費
は
減
少
し
た
。
経
費
の
削

減
や
効
率
化
の
徹
底
に
加
え
、

市
税
の
収
納
率
の
向
上
な
ど
に

よ
る
歳
入
の
確
保
で
、
予
定
し

た
事
業
は
十
分
に
実
施
で
き
た
。

問　
県
内
の
特
例
市
と
比
較
し

た
本
市
の
財
政
状
況
を
伺
う
。

市
長　
市
民
一
人
当
た
り
の
歳

入
総
額
は
約
33
万
９
０
０
０
円

で
、五
つ
の
特
例
市
中
第
１
位
。

同
じ
く
市
税
は
約
16
万
４
０
０

０
円
で
第
２
位
。
歳
出
総
額
は

32
万
４
０
０
０
円
で
第
２
位
。

投
資
的
経
費
は
第
１
位
。
公
債

費
は
最
も
少
な
く
、
一
人
当
た

り
約
１
万
９
０
０
０
円
。
市
債

現
在
高
は
第
３
位
で
あ
る
。

問　
平
成
24
年
度
の
経
常
収
支

比
率
は
、
前
年
度
よ
り
０
・
４

ポ
イ
ン
ト
下
が
り
92
％
だ
が
、

ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

市
長　
歳
入
で
市
税
や
普
通
交

付
税
が
増
加
し
た
こ
と
で
改
善

し
た
。
財
政
構
造
の
硬
直
化
へ

の
対
応
に
は
、
効
率
的
・
効
果

的
な
予
算
の
執
行
と
市
税
収
入

の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。

お
お
む
ね
平
成
30
年
代
半
ば
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。

子
育
て
支
援
新
制
度

問　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
の
策
定
が
義
務
づ

け
ら
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
計

画
と
す
る
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
平
成
27

年
度
か
ら
５
年
間
の
子
育
て
支

援
事
業
や
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
事
業
計
画
を
策
定
す
る
。

公
文
書
・
歴
史
的

文
書
の
保
存
と
活
用

問　
公
文
書
の
管
理
の
仕
組
み

づ
く
り
に
向
け
た
今
後
の
対
応

を
伺
う
。

総
務
部
長　
今
後
も
調
査
・
研

究
を
進
め
て
い
く
。

平塚市議会WEB
　市議会ホームページで、議員・
会派の構成や市議会のしくみなど
を紹介しています。ぜひ、ご覧く
ださい。
■会議録のご案内
　本会議や委員会における審議・
審査の内容を「会議録」としてま
とめています。
　９月定例会の会議録は１１月中旬
に掲載します。

平塚市議会 検索⬅

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

松
本
　
敏
子 

議
員

平

塚

市

の

市
営
住
宅
施
策

問　
市
営
住
宅
の
役
割
を
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
所
得
の
低
い

住
宅
困
窮
者
へ
の
提
供
を
目
的

と
し
て
い
る
。
建
物
の
長
寿
命

化
や
適
切
な
入
居
者
管
理
を
進

め
、有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

問　
居
住
者
が
退
去
し
た
部
屋

が
次
の
募
集
に
出
る
ま
で
に
、

ど
の
程
度
の
時
間
が
か
か
る
か
。

都
市
整
備
部
長　
室
内
を
修
繕

す
る
た
め
、半
年
以
上
か
か
る
。

問　
民
間
で
は
、
２
～
３
週
間

で
内
装
の
改
修
工
事
は
で
き

る
。
指
定
管
理
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
、
少
し
で
も
早
く
入

居
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
。

都
市
整
備
部
長　
そ
の
よ
う
な

体
制
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

問　
入
居
者
の
募
集
を
停
止
し

質総
問括
主な質問と答弁

9
月
定
例
会

　⑵　耕作放棄地解消の推進
　⑶　農作物鳥獣被害対策
米村　和彦：湘南フォーラム（20分）
１　切れ目のない社会保障を目指して
２　学校トイレの洋式化
３　地域の課題から
　⑴　度重なる金目地区の大雨被害について
　⑵　旧金目公民館の活用について
　⑶　公園の管理について
鈴木　晴男：公明ひらつか（15分）
１　ツインシティ整備推進事業
２　道路と公共施設の長寿命化
３　動物愛護推進事業
　⑴　地域猫について
　⑵　市民提案型協働事業の継続の考え方
府川　正明：湘南フォーラム（16分）
１　大浜地区土地区画整理事業
２　平塚駅南口駐輪対策について
３　平塚海岸の環境保全
吉野　和美：無所属（24分）
１　平塚市地域防災計画の改訂と行政の役割
　について
２　教育委員会の防災対策について
　⑴　教育委員会と教育現場の共通認識
３　災害・防災行政機関の組織について
　⑴　常備、非常備消防機関
鈴木　亜紀子：無所属（20分）
１　子育て支援施策について
　⑴　平塚市子ども・子育て会議
　⑵　多様な支援策
２　市民活動の促進について
高橋　紀英：無所属（14分）
１　議案第６３号　平成２５年度平塚市一般
　会計補正予算
　⑴　ツインシティ整備推進事業
　⑵　中学校昼食運営事業

９月定例会の質問者と主な項目 （　 ）内は質問時間

坂間　正昭：清風クラブ（30分）
１　ツインシティ整備推進事業について
２　財政基盤と市政運営について
　⑴　財政基盤の確保、市政運営の課題
３　まちづくりについて
　⑴　西部地域の活性化
　⑵　まちづくりセンター化
４　減災対策について
　⑴　情報発信
　⑵　新たな防災訓練
５　教育行政について
　⑴　土曜日授業
　⑵　社会教育の充実と環境整備
小泉　春雄：湘南フォーラム（30分）
１　市長に問う
　⑴　平成２４年度決算
　⑵　平成２６年度予算編成に向けた考え方
　⑶　平成２６年度税収見込みと消費税引き
　　上げの影響
　⑷　教育委員会制度に関する調査
　⑸　平塚市庁内評価の結果
２　受動喫煙防止の取り組みについて
　⑴　路上喫煙禁止区域と指定喫煙場所
　⑵　新庁舎における喫煙場所
３　諸課題
　⑴　平塚の米作農業、通学路の安全対策
永田　美典：公明ひらつか（30分）
１　市長に問う
　⑴　防災・減災対策
　⑵　入札参加資格審査
　　ア　御殿枝線（雨水）築造工事その５２
　⑶　ごみの資源化
　　ア　厨芥類資源化施設導入調査と剪定枝
　　　の資源化
　⑷　公共施設の利活用
　　ア　３市３町での相互利用
　　イ　ひらつか市民プラザの再整備

岩田　耕平：平塚クラブ（30分）
１　市長に問う
　⑴　ツインシティ整備事業について
　　ア　ツインシティ大神地区土地区画整理
　　　事業補助金
　　イ　ツインシティ大神地区にかかる都市
　　　計画決定・変更原案
　　ウ　計画は財政的に大丈夫か
２　平塚市地域防災計画について
　⑴　改訂理由と改正点、今後の課題
　⑵　市民への周知
３　平成２５年度平塚市教育委員会の点検・
　評価について
渡辺　敏光：日本共産党平塚市議会議員団（25分）
１　認第１号　決算の認定について
　⑴　特徴・評価
　⑵　今後の見通し
２　子ども・子育て支援新制度について
　⑴　新制度での学童保育
　⑵　「 一時的余裕教室開放利用のガイドラ
　　イン」の取り組みの現在の状況
３　公文書・歴史的文書の保存・保管・市民
　の有効活用について
片倉　章博：清風クラブ（25分）
１　平塚市産業振興計画施策について
　⑴　商店街街路灯、観光事業
２　神奈川県産木材の活用について
３　ひらつかの未来ここにあり
　⑴　市街化調整区域の土地利用
　⑵　高度地区見直し
４　学校給食について
　⑴　共同調理場の業務委託
　⑵　中学校業者弁当業務委託
端　文昭：湘南フォーラム（25分）
１　ツインシティ「環境共生モデル都市」
　⑴　大神地区土地区画整理事業

　⑵　相模小学校移転整備事業
２　新環境事業センターと余熱利用施設
３　美術工芸品及び美術館行政について
４　地域課題について
　⑴　西部福祉会館利用者や金旭中学校生徒
　　が通行する農道の整備
　⑵　纒自転車保管場跡地の有効活用
伊東　尚美：公明ひらつか（20分）
１　平塚市庁内評価について
２　安心して学べる環境づくり
　⑴　いじめ対策について
　⑵　子ども安心カードについて
３　小学校プール開放について
出縄　喜文：平塚クラブ（22分）
１　市有財産の整備
　⑴　中央図書館、博物館、教育会館
　⑵　青少年会館、湘南海岸公園再整備
　⑶　平塚市総合公園駐車場有料化について
　⑷　平塚市余熱利用施設整備方針について
２　農業振興
　⑴　今日までの農業振興策の成果について
　⑵　望まれる農業振興策について
松本　敏子：日本共産党平塚市議会議員団（14分）
１　平塚市の市営住宅施策
　⑴　平塚市営住宅ストック総合活用計画
　⑵　指定管理者制度導入の最終年度
２　社会保障制度改革推進法によって介護保
　険制度は
須藤　量久：清風クラブ（23分）
１　教育行政
　⑴　平成２５年度全国学力・学習状況調査
　⑵　落ち着いた授業環境を目指して
　　ア　幼・保・小・中連携の推進事業
　　イ　道徳教育の推進
２　農業の活性化について
　⑴　地産地消の推進、ブランド化の推進

て
い
る
「
政
策
的
空
き
家
」
で

あ
る
岡
崎
住
宅
の
修
繕
に
つ
い

て
考
え
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　
修
繕
を
し
な

い
と
い
う
考
え
は
な
い
。
入
居

者
の
意
見
を
聞
い
て
迅
速
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
指
定
管
理
者

に
意
見
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

社
会
保
障
制
度
改
革

推
進
法
に
よ
っ
て

介
護
保
険
制
度
は

問　
制
度
の
目
的
は
「
介
護
の

社
会
化
」
で
あ
る
が
、
今
回
の

改
定
は
自
己
責
任
を
強
く
求
め

て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
人
へ
の
支
援
は
。

福
祉
部
長　
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問　
特
養
待
機
者
が
一
千
人
を

超
え
た
。
相
部
屋
で
あ
る
「
多

床
室
」
の
要
望
に
ど
う
答
え
る

か
。

福
祉
部
長　
県
も
多
床
室
を
認

め
て
お
り
、
事
業
者
が
い
れ
ば

建
設
も
可
能
で
あ
る
。


